
　　平成25年12月号

＊広報誌タイトル募集中！詳細は最終頁へ

高野地区地域福祉活動計画について

「守谷市地域福祉計画」策定作業の一環として平成22年度、23年度の2年間、私たち高野地区の市民が参加して

のワークショップが行われました。ここでの“今の高野地区の現状・問題点・解決策”についての色々な意見

交換をもとに「市民提案による高野地区福祉施策の方向性」がまとめられました。この中で、高野地区では下記

のような問題点を抱えていると発表されています。

現在、高野地区では守谷市社会福祉協議会高野支部を中心として「高野地区地域福祉活動計画実行委員会」が

立ち上がり、３つのチームに分かれて、それぞれのテーマごとに高野地区の問題解決・対応策の実現にむけた

検討と活動が始まっています。

【高野地区の問題点と対応策・担当グループ表】

ネット 小地域

ワーク 活動

１）町内会加入率が低下し市民の ・積極的に挨拶する

　　地域活動への参加意識が低下 ・絆をつよめるためにお祭りへの

　　している。 　参加を勧める

　（町内会の活性化が必要） ・隣近所のふれ合いをもつ

・行事の活性化を図る

２）地域のリーダーが必要である ・地区内の人材利用

　新たな人材確保

・今のネットワークの拡充

　世話役（リーダー）の役割強化

３）地区の居場所づくりが必要。 ・サロン増設プランの支援

　　歩いていける範囲に自由に出入り （担い手・場所・サポーター）

　　できる集まれる場所や相談出来る ・相談窓口設置

　　人がいない。 ・たまり場と活動する市民等が

　　地区の拠点づくり 　集まれる場所の確保

４）高齢者の独り暮らしが増えている ・見守りネットワークの充実 ○
５）日常の見守りや非常時の ・ＡＥＤ設置場所プロジェクト

　　体制への不安がある （防犯防災、安心マップ作成）

・班体制による見守り ○
６）高野地区内の地域で違いがある ・それぞれの地域の特性を活かして

　連携の機会を作る

　　　　実行委員長：会田栄光（社協高野支部長）

　　　　副委員長　：染谷桂子（社協高野地区副支部長）

　　◎染谷桂子 ◎橋口栄彦 ◎石澤成浩
　　○山口正司 ○小林十紀男 ○会田栄光
　　　塩畑英侊 　村田昌 　中谷世津子
　　　松見秀一 　榎本智子 　米原済
　　　宮本為夫 　関洋一 　又来稔
　　　寺田文彦 　田尻　昭二
　　　片桐真奈美
　　　渡辺里奈

問題点 サロン

担当チーム

見守り対応策

高野地区実行委員メンバー紹介
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高野地区のみなさまへ 
（松ヶ丘・けやき台・美園・高野） 


